
内科系疾患症例報告

■内科系疾患 (P.44-60)

・腎疾患 (P.45-51)

・糖尿病 (P.52-54)

・皮膚疾患 (P.55-57)

・眼科系疾患 (P.58-59)

・その他疾患（P.60)
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腎疾患
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犬腎疾患症例
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猫 腎疾患 症例1

4



猫 腎疾患 症例2
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幹細胞を用いたネコ腎不全の治療
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幹細胞投与1(自家） 幹細胞投与2(自家） 幹細胞投与3(自家）

BT Unit 2011/4/4 2011/4/18 2011/4/26 2011/5/2 2011/5/11

BUN mg/dL 92.5 71.2 74.4 64.4 63.5

CRE mg/dL 6.6 5.3 4.6 4.3 3.7

PCio mL/min/m2 ND 7.3 5.6 8 10.1

PCio：アイオヘキソール試験（造影剤オムニパーク 排泄能試験）

症例：雑種猫 避妊済みのメス 11歳 体重3.8ｋｇ

症状：食欲不振、元気消失、脱水（＋＋）、多飲多尿、ときおり嘔吐、口から尿毒臭 

投与前 投与後
投与後

データ提供: 岸上獣医科医院

投与後には、食欲(＋)元気(＋)と回復し、脱水も改善し、点滴を行う間隔が開いた。



腎不全の治療(幹細胞)

症例：イヌ（ミニチュアダックス） 避妊メス 7.5歳 体重3.4ｋｇ

症状：慢性腎不全、肺炎を併発
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14病日
幹細胞1回目投与

39病日
2回目投与

54病日
2回目投与

シスタチンC 1.02 0.80 0.71 mg/L （基準値0.1-0.4）

以前より続いていた肺炎症状が消失、3回の投与によりBUN、
Creの低下、シスタチンCの低下、PCVの改善、改善が認められた。
現在2クール目の脂肪幹細胞を培養中。 7

データ提供: しんせつ動物病院



腎炎の治療(幹細胞)

症例：猫（雑種） 4ヶ月

体重：1.1ｋｇ

症状：食欲廃絶、元気消失、下痢、多飲多尿、脱水、腎腫大 腸管肥厚

BUN、Cre、IPにおいて高値を示す。
・脂肪幹細胞（ADSC）投与を1回実施（37病日）。

・37病日まで従来の点滴等の処置では十分な治療効果が得られず ADSCの実施に至る。
・ＡＤＳＣ投与を実施後、 BUN、Ｃｒｅをはじめ、WBC、IPが安定し、良好なＱＯＬが維持。
・特にＣｒｅ値は静脈点滴を休止後も低下し正常化。
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データ提供: しんせつ動物病院
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糖尿病
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糖尿病の治療1
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症例：日本猫 

体重：3.2ｋｇ

症状：皮膚と足の重度潰瘍、ケトアシドーシス
診断：糖尿病

治療：インスリン 

経過:インスリンには反応するものの、
インスリン量のでは血糖値を充分に
コントロールできない状況が続く。
潰瘍切除時に縫合不全。

提案: ヒト医療ではインスリン依存性糖尿病の血糖値を安定させ、
潰瘍を安定させる報告がある。

細胞移植: 他家（別の個体）由来脂肪幹細胞移植を4回実施し、
血糖値の安定化を経過観察した。

データ提供: さくら動物病院



糖尿病の治療2
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・血糖値とインスリン分泌量の変化

2013.9.10

2014.2.27

・4回目の幹細胞投与後から血糖値が安定し、
インスリン量も高位で安定している状況。
・皮膚縫合不全も改善されている。

データ提供: さくら動物病院



皮膚疾患
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症例：イヌ（柴犬）  9歳

症状：1歳から発症、全身各所の 

         掻痒、皮膚症状、脱毛

診断：アトピー性皮膚炎

治療：食事、シャンプー療法、    

        減感作療法、プレニドゾロン、

        シクロスポリン、抗生剤

経過：一向に改善せず

幹細胞移植（合計8回）

他家皮下脂肪由来幹細胞（1-5回）

他家臍帯由来幹細胞（6-8回）

・性ホルモン失調性の尿失禁改善

・各部位において、掻痒感は若干残る状況ではある

・患者のQOLは大きく改善

・経過を観察中。

アトピー性皮膚炎
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データ提供: さくら動物病院



頸部耳介

投与1回目（0日目） 投与3回目（15日目） 投与5回目（55日目） 投与8回目（22日目）
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頭部左眼
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頸部腹側
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データ提供: さくら動物病院



眼科系疾患
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乾燥性角結膜炎の幹細胞治療の試み 
症例：ミニチュアダックスフントワイアーへアード 12歳
性別：避妊
症状：6歳からKCS発症。12歳時食欲・元気低下、嘔吐、下痢、呼吸心拍等
診断：乾燥性角結膜炎、免疫介在性肺炎、免疫介在性膵炎
治療：KCSには、シクロスポリン点眼、自家血清点眼、シクロスポリン・ステロイド投与。

他家凍結脂肪幹細胞7回の投与を行う。

幹細胞投与とともに、嘔吐や下痢も
とまり、CRPの低下が認められた。
涙液量及び涙液層破壊時間の延長も
見られた。角膜の状態も投与前は
ストロボの反射も豊潤感に欠けていたが、
投与後、改善し、眼に輝きが戻った。

R    L

STT1    2mm 1mm

TBUT   3sec       5sec

R    L

STT1 6mm 8mm

TBUT   5sec         13sec

投与前

CRP

投与後110日後
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データ提供: さくら動物病院



犬・猫その他内科疾患 症例
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